
項 ⽬ 内 容
名称 オリーブ、オレイフ [英]Olive [学名]Olea europaea L.、Olea sativa

Hoffmanns. Et Link

概要 オリーブは、地中海東沿岸、北アフリカ原産で、ヨーロッパを中⼼に広く栽培され
ている常緑⾼⽊である。果実は、⾷⽤、搾油 (オリーブオイル) の原料とされ、葉
は、健康⾷品素材として利⽤されている。

法規・制度 ■⾷薬区分
・葉、花、果⾁油︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成
分本質 (原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・オリブ油が収載されている。

■⾷品添加物
・⼀般飲⾷物添加物

オリーブ茶︓着⾊料、苦味料等
・天然⾹料基原物質リスト

オリーブが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・果実に、マスリン酸を含む (PMID:25636872) 。
・果実と果⽪に、オレウロペイン、ヒドロキシチロソール、ルチン、ルテオリン、
クロロゲン酸などのフェノール化合物を含む (PMID:31572584) 。

分析法 ・フェノール化合物を、UV検出器付HPLC (PMID:12659724) (PMID:31572584)
(101) 、HPLC-MS/MSにより分析した報告がある (PMID:31572584) (102) 。
・脂肪酸を、GC-FIDにより分析した報告がある (101) 。
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

メタ分析
・2015年6⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験30報
(検索条件︓年齢≧19歳、期間≧4週) について検討したメタ分析において、オリー
ブオイルの摂取は、炎症マーカー (CRP (15報) 、IL-6 (7報) 、sE-セレクチン (2
報) 、sICAM-1 (7報)) の低下、⾎管内⽪機能 (FMD) の改善 (8報) と関連が認めら
れたが、炎症マーカーについては試験によるばらつきが⼤きかった。⼀⽅、炎症マ
ーカー (アディポネクチン (6報) 、TNF-α (5報) 、sVCAM-1 (8報)) に影響は認め
られず、sP-セレクチン (4報) の上昇と関連が認められた (PMID:26378571) 。
・2013年12⽉までを対象に、5つのデータベースで検索できた研究9報 (症例対照
研究3報、コホート研究5報、無作為化⽐較試験2報) について検討したメタ分析にお
いて、オリーブオイルの摂取は循環器疾患 (冠動脈⼼疾患＋脳卒中) (9報) および脳
卒中 (3報) のリスク低下と関連が認められた。⼀⽅、冠動脈⼼疾患 (7報) リスクと
の関連は認められなかった (PMID:24775425) 。
RCT
・健康な成⼈男性36名 (平均32±2歳、スペイン、デンマーク、フィンランド、イ
タリア、ドイツ) を対象とした⼆重盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験
において、⾷事の油と置き換えて、⾼フェノール類含有オリーブオイル25 mL (フ
ェノール類629 mg/L含有) /⽇を3週間摂取させたところ、酸化ストレスマーカー
(酸化LDL、ヒドロキシ脂肪酸) の低下が認められた。⼀⽅、酸化ストレスマーカー
(共役ジエン) 、LDLの組成 (ApoB、コレステロール、TG) に影響は認められなかっ
た (PMID:20089783) 。
・健康な成⼈13名 (22〜37歳、スペイン) を対象とした⼆重盲検クロスオーバー無
作為化プラセボ対照試験において、⾼ヒドロキシチロソール含有ビスケット30 g
(ヒドロキシチロソール5.25 mg含有) を単回摂取させたところ、摂取30分後と4時
間後の酸化LDLの低下が認められた。⼀⽅、抗酸化マーカー (FRAP、ORAC、
ABTS) に影響は認められなかった (PMID:27006237) 。
・健康な男⼦学⽣18名 (平均24歳、フィンランド) を対象とした⼆重盲検クロスオ
ーバー無作為化プラセボ対照試験において、⾷事の油と置き換えてオリーブオイル
50 g/10 MJを平均15.4 MJ/⽇、3週間摂取させたところ、なたね油摂取時と⽐較し
て⾎中脂質 (TG、TC、HDL-C) に影響は認められなかった。また、⾎中脂質
(VLDL-C、LDL-C、LDL-C/HDL-C⽐、TC/HDL-C⽐) の上昇が認められた
(PMID:11108723) 。

消化系・肝臓

糖尿病・
内分泌

メタ分析
・2016年8⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた前向きコホート研究ま
たは無作為化⽐較試験4報 (コホート研究3報、無作為化⽐較試験1報、検索条件︓年

齢≧18歳) について検討したメタ分析において、オリーブオイルの摂取は2型糖尿病
発症リスクの低下と関連が認められた (PMID:28394365) 。
・2016年8⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験29報
(検索条件︓年齢≧18歳) について検討したメタ分析において、2型糖尿病患者にお
けるオリーブオイルの摂取は、糖代謝マーカー (HbA1c (22報) 、空腹時⾎糖 (25
報)) の低下との関連が認められた (PMID:28394365) 。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

⾻・筋⾁ RCT
・健康な⾼齢者36名 (試験群17名、平均72.7±1.4歳、⽇本) を対象とした⼆重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、レジスタンス運動とともに朝⾷後にオリー
ブ果実抽出物ゼリー20 g/⽇ (マスリン酸60 mg/⽇含有) を12週間摂取させたとこ
ろ、⾻格筋量、右腕、左腕、体幹の筋⾁量増加、変形性膝・股関節炎評価
(WOMAC) 4項⽬中1項⽬ (右ひざの痛み) の改善が認められた。⼀⽅、⾝体能⼒
(握⼒、5メートル歩⾏、椅⼦⽴ち上がり、運動機能スコア) に影響は認められなか
った (PMID:31138956) 。
・軽度膝関節炎の成⼈20名 (試験群12名、平均57.4±7.5歳、⽇本) を対象とした
⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、オリーブ果実抽出物500 mg/⽇を12
週間摂取させたところ、疼痛 (VAS) 、QOL (SF-8) に影響は認められなかった
(PMID:27895390) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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